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第6回 南極海洋生物資源保存委員会
年次会合に参加 して
内 藤 靖 彦
第6回南極海洋生物資源保存委員会年次会合がオース
トラリア,タスマニア州ホバー ト市において,去 る10月
26日よりll月6日まで開催 された.我が国からは水産庁
森本参事官を代表に6名 が参加 した.筆 者はScientific
Adviserとして前回まで日本副代表をつ とめた星合企画
調整官の後を受けて初めて参加 した,会議は18ヶ国98人
参加のもとに例年通り本委員会と科学委員会が並行 して
進められた.筆 者は,水産庁より参加 した小牧博士 とと
もに科学委員会に参加 したので,そ の模様を報告するこ
ととする.
科学委員会は各国の漁業活動報告,な らびに,オ キア
ミ・シミュレーション作業部会,魚 類作業部会,エ コシ
ステムモニタリング作業部会よりの報告とこれらに関す
る討議を行ない,本委員会への勧告の検討ととりまとめ
を中心に進められた.日本の条約適用海域内での操業対
象はオキアミだけであり,大きく問題にされることはな
かった,1986/87年漁期のオキアミ漁獲量はソ連を主に
376,527トンと,昨シーズンの445,673トンより減少 した.
我が国の漁獲量は増加 したが,この点については会議で
は全 く問題にならなかった,.問題はむしろ各国の操業海
域がサウス ・ジョージア島周辺に集中 したことであった.
これは南米周辺で操業 していた船がオキアミシーズンに
1は最 も近 くの漁場であるサウス ・ジョージア漁場に入る
ために起こる現象と思われる.しかしこの点は科学委員
会の関心をひいたものの本委員会で取 り上げられること
はなかった,ま た,日 本の船は餌食い(え ぐい)の オキ
アミを避けて繁殖期オキアミ(抱卵オキアミ)をねらっ
て操業 しているという指摘が外国代表から出され,若干
議論されたが,特段問題になるということではなかった,
魚類作業部会ではコウリカマスの資源状態が極度に悪く
なっていることが取 り上げられ,議論 された.この魚の
操業もサウス ・ジョージア島周辺で集中的に行なわれて
いることが問題になり,結局資源管理の必要性が本委員
会に勧告 され,幾つかの漁業国からの異論 もあったが,
最終的には強い保存措置が取 られることとなった.保 存
処置としてはサウス ・ジョージア島周辺での漁獲禁止,
漁獲量規制,漁獲量把握のために10日毎の漁獲量を事務
局に報告する義務など,漁業国にとっては厳 しい内容 と
なった.こ の措置の採択に当って会議は延々と続き,夜
11時,12時まで及んだ,
エコシステムモニ タリング作業部会の報告では,3つ
のモニタリングサイ トと他の リファレンスサイトの採用
が勧告され,モ ニタリング方法の標準化が討議された.
また,モ ニタリングのために新 しい技術開発とその利用
についても話題となった,モ ニタリング対象種は現在の
ところナンキョクオットセイ,3種 のペンギンが主なも
のである.昭和基地 もリファレンスサイトの一つとして
指定 されている.日 本南極地域観測隊では独 自に新しい
技術 を開発 しつつあ り,この面で今後貢献でき得る態勢
にある.ま た,この作業部会ではモニタリングサイトへ
の立入り規制の議論がなされた,こ の点については南極
研究科学委員会(SCAR)が関与してきた南極の環境問
題とも重複する面があり.フランスと我が国はこの問題
につい.て.SCARと.協議すべきであると主張..したが受け.
入れられなかった.モ ニタリング問題には環境保護と関
連して英,米,豪 が非常に積極的態度を示している.モ
ニタリングのために海洋に保護区を設定しようなどとい
う主張も出がねないように思われた.
以上,南 極海洋生物資源の保存を目的とする委員会で
あるから,ある種の魚類のような,資源状態の悪化 した
漁獲対象生物に対する規制措置を講ずることは当然であ
るが,漁 獲対象生物だけでなく,漁獲対象種は生態系の
一部であ り,生態系を全体として保存 しようとする委員
会の立場が強 くなりつつあると感じられた.
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しか し,南極海洋生態系についての情報は,資源管理
の基礎 となり得る質 ・量からほど遠い.海洋環境,主要
生物群の質 ・量,そ の年々変動等基礎的データの収集,
蓄積が必要である.一 方,基礎生産者(主 に植物プラン
クトン),ナンキ ョクオキア ミ及び主要動物プランクト
ン,海鳥類,海 獣類などの生態系主要要素についての基
礎生物学的情報 を,新 しい技術を駆使しながら取得 しな
ければならないと思われる.
さらに,エ コシステムモニタリング計画が,い くつか
の海域で実施されるとすれば,我が国として も,これに
積極的に参加するとか,独 自な計画を樹てて,諸外国の
データに太刀打ち出来るだけのデータの取得に努めなけ
ればならないのではないかと痛感した.
最後に.海洋生物保護のため,船舶,あ るいは陸上基
地からの廃棄物 を海中に投棄することを禁止 しようとい
う動きがあることを付言しておく.これに対応するには,
多大の経済的負担を必要とする.今 から考慮 しておいて
も遅 くはないと考えるからである.
〔筆者:国 立極地研究所寒冷生物学第一研究部門教授)
ワシン トン大学 での二 ヶ月
神 沢 博
文部省在外研究員として9月20日から11月18日まで,
米国のシアトルにあるワシントン大学の大気科学科,ホ
ルトン教授の所で 「極域中層大気の運動 と物質輸送」に
関する研究を行った.ホ ルトン教授には,「気象力学:序
説」,「成層圏と中間圏の気象力学」という名著がある.
そもそも,私の研究生活はこの二つの本を読むことで始
まった.著書でも,論文でも,書評でも,書 くとなれば
明晰であらずにおかないホル トン教授の文章には,いつ
も感心 してしまう.彼の文章を読むといつ も想い出すの
は,大学受験勉強時代に初めて読んだバー トランド・ラ
ッセルの文章で,そ の文章がそもそも何故書かれ,何故
その分節がそこに置かれ,何 故その言葉がそこに置かれ
たかが,常 に明確なのである。このボル トン教授の研究
室で以下の研究に没頭することができた.
北極 と比較することで,南 極の中層大気の気候学的特
徴を浮き彫 りにし,何故その違いが生ずるかを考察した.
冬の南極と北極の温度の鉛直分布を比べて以下の事実を
見出した.高 度25km(下部成層圏)で 比べると約23度
も南極の方が低 く,高度50kmに出来る温度極大層(成
層圏界面)で は約17度南極の方が高い.つ まり.南極は
北極に比べて下部成層圏低温,成 層圏界面高温という特
徴を持つ.こ のような冬の気温の南極 と北極の違いはな
ぜ起こるのだろうか,ち なみに,オゾンの減少が著しい
ことで最近注目されている南極の10月(春)の温度分布
と北極の4月(春)を 比べてみて も,温度の鉛直分布の
違いは定性的に,冬 と同じである.
一般には地球大気のおおまかな温度分布は,第 一一義的
には入射太陽エネルギーと大気放射エネルギーのつ り合
ういわゆる放射平衡で決定されている.実際の大気の温
度分布と理論的計算から導いた放射平衡温度 とを比べ,
その違いは大気の運動によってもたらされるという考え
方で,我 々は,実 際の大気がなぜそのような温度分布を
持っているかを理解する,真冬の極域は極夜で,太 陽光
は届かない.成層圏界面付近の放射緩和時間は5日程度
であるから,極夜には絶対零度(OK)に なって しまい
そうである.し かしながら,対流圏の放射緩和時間は1
ヶ月程度であるから,対流圏大気は太陽が照っていたと
きのことを覚えていて,あ る程度の温度を維持している.
その対流圏からの赤外放射で暖められて,絶対零度にな
るようなことはない.実測による対流圏の温度を条件の
一つとして与え,中層大気の放射平衡温度を計算 した研
究の結果によれば,実際に存在するにもかかわらず,冬
至の極域では成層圏界面は存在しないことになり,高度
50kmの温度は約150Kとなる.こ の値は実際の大気温
度より100度以上低い.成層圏界面の存在は,そ もそも
オゾンによる太陽紫外線の吸収によるものであるから,
太陽の照らない冬至の極域では,放射だけでは成層圏界
面は存在できないわけである.それではなぜ極夜に成層
圏界面が存在するのだろうか.ま た,なぜ南極の方が北
極よりも高温の成層圏界面を持つのだろうか.冬の極域
成層圏界面付近の温度の問題は,このような問題に書き
代えることができる.また,冬至半球の極域下部成層圏
の放射平衡温度 は約180Kである,南極の温度 は185K
とこれよりやや高いが,北 極に比べるとだいぶ放射平衡
温度に近い.冬 の極域下部成層圏の問題は,以下の問と
なる.なぜ,放 射平衡温度より高いのか.高 くなり方が
なぜ北極の方が大きいのか.
プラネタリ一波あるいは重力波による熱輸送効果が,
放射平衡温度と実際の大気の温度の違いをもたらしてい
ると考えられる.しか しながら,これまでの研究を総合
的に検討した結果,ど ちらの効果がどの高度でどのくら
い効いているか,南極と北極で効果の効き方がどう違 う
か,と いう問題に対して,現 在我々はきちんとした答を
持っていない,と いうことがわかった.解 決すべ き問題
を我々が持っていることを明確にした上記の内容を論文
にまとめた.
ワシントン大学大気科学科には他学科,他機関からの
客員,私 のような一時滞在者を合せて,約50人弱の教授,
研究者がいる.大学院の学生が60人強,研 究活動を支え
る事務系,計 算機関係のスタッフが約40人,全部で約
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150人の大所帯である.大気科学の分野では,米国の中
でも最も活発な研究 を行っている機関のひとつである.
基礎的な教育が重視 されていて,こ こでの講義から生ま
れた教科書は,ボ ル トン教授のものを含めて,米国の標
準的な教科書になっている.月曜日から金曜日まで毎 日
50分の講義 を11週間続けて,教科書を一冊あげてしまう,
といった講義もあった.私 も講義を二つ聴 き,知識の整
理 をした.指導教授 と大学院学生の1対1の 関係が緊密
で.私 の大学院時代(日 本での)と比べると,学生同士
の議論が少ないような印象を受けた.今年の初めに,極
地研究所に2ヶ月滞在 したノーバー ト・ウンターシュタ
イナー教授 もここの一員である.専門は異なるが,私 的
に懇意にしていただき,シ アトルの生活がより一層,楽
しいものになった.
● 湖と運河に囲まれたリスの遊ぶキャムパスで,自 分に
関心のあることだけに全ての時間を使うという研究者と
しての醍醐味を味わいえた.今回の滞在に関 し,お世話
になった方々に感謝します.
(筆者:国立極地研究所地球物理学研究部門助手)
南極観測隊便 り
一 第28次越冬隊の近況一
昭和基地
11月は,冬場に不思議なほど晴天が続いた反動か否か,
悪天候の日が多かった.そ れでも雲間から太陽が顔をの
ぞかせると岩場や屋根などの雪融けが進み,も う一歩で
夏景色である.22日には,外気温 もプラスを記録した,
心配されていた水不足 も荒金ダムより取水可能となり解
消された.基地周辺の海水には今のことろパ ドルの発生
は見られない.衛 星写真によると定着氷は定安し,大利
根以南に水開きは見られない.し かし,例年になく積雪
が少ないので,今 後強い日射により表層状態の悪化が懸
念される.海氷状況が悪化 しないうちにと.動物センサ
スを兼ねたペンギンルッカリーへの遠足がルンバ,カ ル
ベ ン方面へ再三行なわれた.先月の29日に出発したみつ
ほ旅行隊6名 は,予 定どおり11日昭和基地に帰投 した,
また18日には,ラ ングボブデ生物観測小屋へ露岩域の生
物調査のため3名 の隊員が出発,約2ヶ 月に及ぶ夏期調
査を開始した.基 地内では,宙空部門による南極周回気
球(PPB)の準備が整い,打上げ条件を待つばか りとな
っている.設営関係では,9発 から情報処理棟までの旧
送電線及び支柱の撤去作業,こ れに伴う電話線や信号線
の張り替えが行なわれた.
しらせの到着が近くなるにつれ,29次隊受入準備にも
拍車がかかり,色々な作業がふくそうしているが,全 員
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表情 も明るく元気に活躍している.
あすか観測拠点
11月全般にわたって地吹雪の襲来がきびしく,航空機
オペレーション及び,29次隊夏オペに絡む外作業に苦労
した月間であった.先 月27日より航空機受け入れ体制に
入 り,気象条件の整った6日 ピラタス ・セスナ機は昭和
基地よりあすか観測拠点へ飛来 した.あ すか在住者は,
11名となり,航空機観測を主体とする基地運営に一変 し
た.航 空機運用は,12日及び13日にテストフライトと観
測フライトを実施 したが,そ の後天候に恵まれず,28日
まで長期間のフライト待機が続いた.28日夕刻より天候
回復の兆 しをとらえ,28日～29日・30～12月1日に,7
時間を超える航空磁気観測フライ トを2回実施 した.航
空磁気観測以外の観測は順調に経過 してお り,26日から
27日第4回 七一ルロンダーネ生物調査を実施した他,基
地の定点観測は概ね良好な観測記録を取得 している.月
末より飛雪サンプリング(夏期資料採集)再 開.ま た,
あすかからシール間のGPS同時受信観測の実施など基
地周辺での屋外観測も活発化している.設営関係では,
要員不足と天候不順により,29次隊受入準備作業など厳
しい状況下にあるが、地吹雪の中で車両整備,屋 外デポ
整理,貯油タンクへの油移し換え作業などを実施 し.外
作業不能な地吹雪の時には,基 地内の改善,改 良工事,
引き継ぎ物品整理作業など航空磁気観測の支援 と平行 し
て実施 した.観測及び設営とも,あすか初越冬の終結に
向けての作業に余念なく活動している。
第29次観測隊の家族会開かる
第29次南極地域観測隊の出発を前にll月13日働,第29
次隊家族会が東條会館5階 「スタールーム」で開催され
46家族170名が出席 した.
松田所長のあいさつ,渡 邊隊長,佐 藤 ・矢内副隊長の
話に続き,第29次隊の行動予定,寄 港地への手紙の出し
方,電 話 ・電報の取扱い等留守中の必要な連絡が行なわ
れた.
この家族会の会長には渡邊千恵子さんが,副 会長には
矢内陽子さんがそれぞれ選出され,留守中の家族間の連
絡の取 りまとめに当たることとなった.
最後に映画 「ひらけ第三の基地」を上映して盛会のう
ちに幕を閉じた.
第30次観測隊長 ・副隊長決まる
第91回南極観測統合推進本部総会が,11月13日,東條
会館で開催され,第30次観測隊長及び副隊長が次の とお
り決定 された.
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・シナや馴 ・㍗ 兀 潮 ・緕 幟 則を行 う・1]iV,[1●
631ド:t　Jlヒ旬 に は1杓極 圏 を離 れ ,シ ド.:一.に入 港 す る.
b見ijlll|塚員 ぺ)卜・J{∫.者.は,シド=一 力・らvltifk3Jl27[iに'1'itl
国L　 l.しら せ.は.U日2B東 京 港 に 帰 着 の 予定 て あ る.
な お,12月18日 「し ら せ.」 は フ ヲfド 湾 に 到 着 した.
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第8回 南極地学シンポジウム 職 員 の 移 動
第8回 南極 地学 シ ンポ ジ ウ ム は昭 和62年10月22・23日
の2日 間,極 地研 究 所 の 講 堂 で 開 催 され,延ll2名 が 出
席 して,発 表 及 び活 発 な討 論 を行 な った.セ ッ シ ョンの
数 は8,発 表 論 文 は36編で あ る.
セ ッシ ョン1は 「セ ー ル ・ロ ンダ ー ネ 山地 の 地 形 」 で,
4編 の 発 表 が あ った.現 在,調 査 が 進 行 中の 地 域 で あ り,
最新 の デ ー タに 基 づ く,研 究報 告 が な さ れた.
セ ッシ ョ ンllは 「セ ー ル ・ロ ンダ ー ネ 山地 の 地 質 」 で,
2編 の 講演 があ った.セ ッシ ョ ン1と 同 じよ う に,調 査
が 進行 中で あ り,新 しい デ ー タに基 づ く成 果 が 発 表 され
た,
セ ッシ ョ ンmは 「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ドの地 質 」 で,
7編 の 論文 が発 表 され た.東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド全 域
を見 た 地 質構 造,ベ ル ジカ 山 脈 の 岩 石 の 鉱物 学 な ど,広
い地域 か ら小 さな島 の 狭 い 地域 まで の 地 質構 造 や岩 石 学
的,鉱 物学 的 な研 究 が 発 表 され た,
セ ッシ ョ ンWは 「ドラ イバ レ ー ・ロス 島 の地 学 」 とい
うタ イ トル で,マ ク マ ー ド ・サ ウ ン ド地域 に お け る国 際
共 同観 測 の 成 果が 報 告 され た.講 演 は3編 で,地 形 学,
地 球 化 学 の 分 野 の報 告 で あ るが,初 め て 環境 放射 能 に関
す る成 果 も発 表 され た.
セ ッシ ョンVは 「地球 物 理 学 的研 究 」 で,海 洋域 の地
磁 気.重 力.昭 和 基 地 での 地 震 観 測 の3編 が 発 表 され た.
昭和 基 地 付 近 で の微 小 地震 活 動 につ い て,最 新情 報 が速
報 的 に紹 介 され た.
第2日 目 はセ ッシ ョ ンM「 南 極 と ゴ ン ドワナ 大 陸」 か
ら始 ま り,7編 の 発 表 が あ っ た.ゴ ン ドワナ 大 陸 の視 点
か らの 岩石 学 的 な研 究,白 嶺丸 に よ る ア ム ンゼ ン海 の調
査 報 告,占 地 磁 気 学 的研 究 が そ れぞ れ2編 つ つ 発 表 され
た.ま たサ ウ ス ジ ョー ジア 島周 辺の 地 質 につ い て の 報告
が な され た.
セ ッシ ョ ン珊 は 「西 南極 の地 学」 で,マ クマ ー ド地域
の 火 山 に関 す る研 究 成 果,6編 が報 告 さ れ た.火 山 岩 の
研 究 の ほか,エ レバ ス火 山 の地 震,重 力 につ い て の 発 表
が な さ れた.
セ ッ シ ョ ン珊 で は,　SCARか ら も要 請 を 受 け て い る
大陸 地 殻 断 面 構 造 の 南 極 地 域 に つ い て,「南 極 大 陸 断 面
構 造 ワ ー ク シ ョ ップ」 を開 催 した.南 極 全 域 の 断 面 構 造
計 画 と,日 本 が受 け持 つ 測 線 に つ い て,今 後の 方 針 を検
討 した,
地 球 科 学 で は広 い領 域 での 分 野 が 一 堂 に 会す る機 会 が
少 な く,例 年 の こ となが ら,本 シ ンポ ジ ウム は参 加 者 に
喜 ば れ てい る,
転任11月1日 東京工業大学主計課長 湯本清次
(前会計課長)
会計課長 川口 脇(前 豊橋技術科
学大学会計課長)
採用12月1日 助手研究系寒冷生物学第一部門
綿貫 豊
研 究 所 出 版 物
JARE　Data　Reports
　 　 No.　130　(Meteorology　20);　Meteorolegical　d ta　at
　 　 Mizuno　Station,　Antarctica　in l986,　by　H.　Ohmae
　 　 etaL　77p.　December1987.
Cata]og
　 Phetographic　cata]og　of　the　Antarctic　meteorites,
　 　 comp.　by　K.　Yanai　and　H.　Kojima.　298　p.　1987.
　 Cata]og　of　moss　specimens　from　Antarctlca　and　adja・
　 　 cent　regions,　comp.　by　H.　Kanda.　186　p.　1987.
第46回運営協議員会議
6月22日(川 に開かれ,以 下の事項が審議 された.
1.教官人事について
2.第30次南極地域観測計画及び外国共同観測(案)につ
いて
3.昭和63年度概算要求基本方針について
4.第29次南極地域観測隊の編成について
5,昭和62年度外国基地派遣について
6,隊長等候補者選考の取扱について
第47回運営協議員会議
10月30日(金)に開かれ,以 下の事項が審議された.
1.教官人事について
2.第30次南極地域観測隊長 ・副隊長について
3.第29次南極地域観測隊行動実施計画(案)について
4.大学院教育への協力及び総合研究大学院について
5.昭和63年度共同研究員の公募について
外国人研究者の紹介
氏 名 ペ ドロ ヘ リ オ ルキ ア リ 博士
(Dr.　Pedro　Helio　Lucchiarり
外 国 人来 訪 研 究 員
所 属 州 立 パ ウ リス タ大 学(ブ ラ ジル)教 授
招 へ い 期 間 昭和62年11月1日 ～ 昭和62年12月1日
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研究課題 南極産魚類の生理特性に関する研究
氏 名 ジ ェ イ ム ズ ア ン ソニ ー レ イモ ン ド博 士
　　 　　 　 (Dr.　James　Anthony　Raymond)
外 国 人 研 究 員
所 属 ア ラ ス カ州 漁 業 狩 猟 局 研 究 員(兼 ア ラ ス カ大
学 海 洋 研 究 所)
招 へ い期 間 昭 和62年12月1日 ～ 昭 和63年3月31日
研 究 課 題 極 海 産 魚 類 の 寒 冷 適 応 に 関 す る研 究
レ来 訪 者 く
6月19日～6月23日 　 Dr.　NISHIYAMA,　T.　(アラ ス カ
大 学 海 洋 研 究 所 准 教授)
6月22日 ～6月24日 梁 礎 堅　(Mr.　Llng　Chujian,中
国 測 量 局 地 球 物 理 研 究 所 研 究 員)
藩 顯 章(Mr.　Pan　Xianzhang,同)
張 賢 林(Mr.　Zhang　Xian]in,同)
6月23日 ～6月25日　 Dr.　BHALLA,　S.　 (イン ドア リ
ガ ル ・モ ス リム大 学 地 質 学 科教 授)
6月29日 朴 燗 権 　(Dr.　Park　Byongkwon,韓国 科 学
技 術 院 海 洋 研 究 所 先 任研 究 員)
石 奉 出(Mr.　Suk　Bongcheol,同研 究 員)
7月2日 モ ン タ ナ鉱 物:1:科大 学 資 源 調査 団
Dr.　BERG,　R.　(教授)
Dr.　VOLBORTH,　A.　(教授)
Dr.　SONDEREGGER,　J.　〔教 授)
Dr.　SCHOLES,　M.　(准教 授)
Dr.　DERKEY,R.　(准教 授)
Dr.　ZEIHEN,　L,　〔鉱 物 博 物 館 副館 長)
7月18日～7月21日　 Mr.　THOMSON,　R.　(ニュー ジ ー
ラ ン ド南 極 局 長)
8月20日
8月26日
8月28日
8月29日 一9月6日
9月1日 ～9月10日
Mr.　BEHREND,　D.　(アラス カ大 学 副 学 長)
Dr.　BAKER,　M.　(国際 学 術 連 合 事務 局 長)
Dr.　MORY,　M.　(仏ドメ ン ヌ大 学 グル ノー ブ
ル 力 学 研 究 所 教 授)
Dr,　LEBOEUF,　B.　(カリ フ ォル
ニ ア大 学 サ ンタ ク ルス校 海 洋研 究 所教 授)
日中 低 温 実験 室 共 同研 究
董 兆 乾　(Mr.　Dong　Zhaoqian,中国 極 地 研
究 所 長)
萢 潤 卿(Mr.　Fang　Runqing,同研究 員)
楊 錦　(Ms、　Yan　Jin,華東 建 築 設 計 研 究
所 研 究 員)
胡 精 発(Mr.　Hu　Jingfa,同)
項 棚 中　(Mr.　Xiang　Pengzhong,同)
夏 教 根(Mr.　Xia　Jiaogon,同)
9月14日
9月16日
9月28日
10月6日 ～10月11日
10月15日
10月16日
10月20日
10月21日
10月23日一10月25日
10月26日～10月280
11月2日
11月10～11月13日
ll月12日
ll月13日
ll月22日－ll月27日
ll月23日一12月7日
Dr,　UBEROI,　C.　(イン ド科 学 研 究 所 教 授)
呂 位 秀(Mr,　Lu　Weixiu,中国科 学 院 大 気
物 理研 究 所 研 究 員)
Dr.　BEHRENDT,　J.　(米国 地 質 調 査 所 主 任 研
究 員)
Dr.　CHIAN,　A.　(ブラ ジ ル宇 宙 科
学 研究 所研 究 員)
Dr,　SPILHAUS　Jr.,　A,　(米国 地 球 物 理 事 務
局 長)
Dr.　BOWMAN,　J.　(英国 自然 環 境 研 究 会 議
総 局 長)
Dr.　JONES,　D、　(英国 南極 調 査 所 研 究 員)
Mr,　FERNHOLM,　B.　(スト ック ホ ル ム 自然
史 博物 館教 授)
Mr.　RUDBAECK,　G.
究 事務 局 副 局長)
Dr.　KAITALA,　S.　(フィ ン ラ ン
ド大学 生物 学 科 教 授)
Dr、　MOLCHANOV,　O.　(ソ連 科
学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 学 研 究 所 教 授,　VLF
部 長)
Dr.　CARTER,　W.　(米国 立 大気 海 洋 局 測 地学
研 究所 研 究 員)
第29次南極地 域観 測隊 同行 交換 科学者
曲 紹 厚　(Mr.　Qu　Shaohou,中国 科 学 院 大
気 物理 研 究 所 研 究 員)
張 文 敬(Mr.　Zhang　Wenjing,中国 科 学 院
蘭 州氷 河凍 土 研 究 所 研 究員)
Dr.　AKASOFU,　S.　(アラ スカ 大 学 地 球 物 理
学研 究 所 長)
Dr.　ULYANOV,　A.　(ソ連 科 学 ア カ デ ミー地
球 化学 研 究 所 研 究 員)
Dr.　FRIEDMAN,　E.　(フロ リ ダ
州 立大 学 生 物 学 科 教 授)第10回 極 域 生 物 シ ン
ポ ジ ウ ム 出席 者
Dr.　B6LTER,　M.　(キー ル大 学 極
地 生態 学 研 究 所 研 究 員)第10回 極 域 生 物 シ ン
ポ ジ ウ ム 出席 者
・・ウェーデ・剛 研 ●
〈一般共同研究の公募について〉
昭和63年度一般共同研究の公募は,各大学及び研究機
関の長に発送しましたので,申 請をする方は所属機関又
は下記にお問い合せ ください.
一 公募の概要
公募事項 一般共同研究 〔所外の個人又は,複数の研究
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資 格
研究期間
申請方法
申請期限
選 考
採択通知
提 出 先
者と所内の教官が協力し,当研究所を共同研
究の場 として,極 地に関する研究を行 うも
の)
国立,公 立及び私立大学,国 立及び公立等研
究機関の研究者又は,こ れらに準ずる研究者
1-3年
研究内容,研究課題及び経費等について事前
に当研究所の関係教官と協議の上,研 究代表
者を定め所属長を通 じて提出して ください.
昭和63年1月30日tr)
研究課題の採否及び所要経費の査定は,共同
研究委員会並 びに運営協議員会議の審査を経
て所長が決定 します.
採否の決定は,63年3月(予定)に 行われ,
採択 された場合は所長から研究代表者及び同
所属長あてに採択を通知 します.
国立極地研究所庶務課研究協力係
〈受託学生の公募について〉
研究所が大学院における教育に協力し,大学院学生
(受託学生)に 研究指導 を行 うための公募要項は,各 関
係大学院あてに発送した.受入れの概要は,次のとおり
である,
1.研究分野別受入人員
超高層物理学3人 気象 ・雪氷学3人
地 学3人 生 物 学3人
2.受託学生の資格
極地科学及びこれに関連する分野を専攻する大
学院在掌中の者
3,受入れの期間
昭和63年4月から昭和64年3月まで
4.提出期限
昭和63年2月29日側
5.問合せ先
国立極地研究所庶務課研究協力係
◇ 案 内 ◇
観測隊月例報 告(9月 ～10月)
日射 しが暖か く春の訪れが感じられるようになり,基
地周辺の海氷.Eにはアザラシの出産シーズンを迎えた.
又,ペ ンギンもルッカリーに集まり始め基地には トウゾ
クカモメが飛来している.9月 中旬までは好天に恵まれ
たものの下旬－le月にかけては低気圧の接近に伴い荒天
の日が続いたが,荒 天の合間をぬって,ラ ングホプデ,
スカルブスネス方面への長期滞在の準備を兼ね露岸地域
の生物調査やその他海氷上の電磁環境モニタリング,地
震の脈動観測などを行った.一 方航空機による観測も好
天をとらえ高度別放射観測,み ずほルート上のマイクロ
波観測等を行い10月20日をもって一・時昭和基地での観測
を終了し,あすか航空機フェリーの準備を行なったが天
気に恵 まれず昭和基地に待機 している.
昭和基地
観測報告
定常観測:荒天の中観測器材等にトラブルもなく順調
に観測を続けている.
設営:ラ ングホブデ生物観測小舎での長期間観測に伴
い生活物資の輸送,発 電機の交換整備を行った,基 地設
備も発電機関係の点検整備その他車輌の整備等を行い順
調に稼動している,
通信:9月 下旬から伝搬状態が悪 く対外国基地との通
信は概ね通信がで きたものの対南極本部とは通信不能で
あった.
調理:搬 入した生鮮食糧品の維持管理をしてきたが,
ジャガイモとタマネギ40kgを残すのみで搬入した生鮮
食糧品は全て消費した.そ の他現地栽培により貝割大根
11kg,もやし5kg等を収穫 した.
あすか観測拠点
地吹雪,ブ リザー ドの日が月の大半 もあり,荒天に見
舞われていたが10月中旬より冬型から夏型気候への移行
を感 じさせられる天候が続いた.特 に越冬成立以来,北
の線上に見られた高い地吹雪が消失した.
野外作業は夏期オペレーションに備え,わずかな好天
をとらえLル ー トの整備や30マイルからの航空燃料の
移送,滑走路の整備等 を行 う一方生物調査,地 磁気観測
等 を行 った,野外行動 と基地維持等に別れた生活が多 く
なるにつれ隊員の疲労が見られるが航空機の受け入れ準
備体制は整った.
観測報告
定常観測は順調に経過している.研究観測も七一ルロ
ンダーネ生物調査,宙 空系の共役点観測に呼応 した観測
等概ね良好な記録を収得した.
設営:航 空機フェリー受け入れに伴い車輌の整備,滑
走路の整備,燃 料移設等野外作業の多い月であった.
一7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp,)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　]evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwlnd　 speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s>
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　〔1/10>
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)
9月(Sep.)
一19
.8
一9
,3
一30.7
988.1
0.8
57.0
10月(Oct,)
一13
.7
一4 .2
一27
.1
979.6
1.7
68.0
あ す か観 測 拠 点
(Asuka:89524)
9月(Sep,)
一26
.3
-18
.1
一40
,1
10月(Oct.)
一21
.6
一11
.6
-37
.0
868.5
(station　pressure)
863.0
4.66.314.112.8
26.0(22,NE)32.0(5,ENE)27.4(28,ESE)29.3(4,ESE)
31.4(22,NE)39.7(5,ENE)33.1(28,ESE)
6.77.7
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【極地豆事典】
あすか観測拠点の汚水廃棄
雪洞に敷設した汚水排出用パイプ
氷床上に基地をつ くるとき問題 となるものに,建物
の不同沈下,堆 雪による建物の埋没などと共に汚物 ・
汚水廃棄がある－tみずほ基地では,基 地周辺に存在す
る巾数cmの クラックに流 したりして きたが,よ く詰
まって苦労させ られた,その後採用 した方法は,汚水
をス トーブでで きるだけ高温に暖めて一度に雪の中に
捨てるというものだった.こ の方法はうまくいったが,
加温中の臭気はひどいものだった.
あすか観測拠点は,常 時滞在する人員が最大16人と
して計画 された.そ のため従来のみずほ方式では,処
理 しきれなく,しかもあすか拠点周辺には,め ぼ しい
クラックがないことがわかったので,次 のような方法
で汚水廃棄を行 っている,ま ず建物の風下側50mの雪
面に,直 径40cm.深さ27.5mの穴をスチーム ドリルを
使って掘削 した.こ の穴の空間に汚水を入れるだけで
は,す ぐにいっぱいになって しまうので,こ の穴を入
口として雪の孔隙に汚水を浸み込ませようという方法
である.雪 の密度が,500kg/m3だとす ると,雪の体
積の約45%が空隙である.穴 をあまり深 く堀っても下
層ほど空隙は少なくなるから,汚水廃棄のためには得
にはならない.氷 になる深さまで穴を堀 って下の層か
ら順番に使うため,孔 中で汚水の しぶきが凍結 して詰
まらないように大きな径の穴をあけている,汚水注入
を始めて間もな くは孔底の上昇が激 しく心配されたが,
しだいに落着き,現在は孔口から約18mの深さに孔底
がある.排 出する汚水量は1カ月に約17ktに達する,
汚物,風 呂の汚水,厨 房の汚水は,そ れぞれ専用の
タンクに貯められ満水になるとポンプで孔中に排出さ
れる.各 タンクと穴の間は,軽tの パイプで接続され
てお り,凍結防止のために,3重 の保護が施されてい
る.ひ とつは雪洞中に敷設 したパイプが1/50の勾配を
持つこと.また,自 己温度調節機能を持つヒーターで
パイプを保温 していること,さ らに,ポ ンプで排出後,
パイプ中に汚水が残 らないようエアーブロー して残液
を吹 きとばすことである.
また雪洞中に臭気がこもるので,雪洞の天井にパイ
プを貫通 し排気を行っている.
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